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研究成果の概要（和文）： 本研究は、日本の約150年近い特殊教育の歴史について、欧米先進国を参照軸としながら、
日本の特殊教育の成立と展開における特質を究明し、特別支援教育の今後の改善に資することを意図した。戦前と戦後
を一貫した観点から評価した結果、戦前においては、特殊教育に対して官民ともに関心が低かったわけではないが、後
進国としての資源不足のなかで、特殊教育体制の偏りを是正できなかったこと、戦後においては、高度経済成長期に特
殊教育も振興したが、地域中心の特殊教育体制を構築できなかったこと、特殊教育関連の情報や技術の先進国からの輸
入と教育界での流行が、日本の特殊教育の自立を妨げてきたことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Our study intended to contribute to improvement of Japanese special education 
through investigating the characteristic of the Japanese special education during about one hundred and 
fifty years while making special education of the Western advanced countries a reference axis. As a 
result of our examination of Japanese history of the special education from the Meiji era to the present, 
we found that Japanese officials and the people both, didn't have little interest, but the materials 
shortage as a developing country couldn't be corrected that partiality of a special education system. And 
special education was promoted in a high economic growth period in the postwar, but the community special 
education system couldn't be built. In Japanese special education, the import of the theory and 
technology of special education from the Western advanced countries and their popularization in the 
special education circles have disturbed to establish the independent Japanese special education.

研究分野： 障害原理論
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１． 研究開始当初の背景 
これまでの先行研究は、以下の点が指摘で

きる。 
（１） 1970 年代以降の研究的知見が反映

されていない。 
（２） 日本の障害児教育は後進的である

との歴史的評価が多い。 
（３） 従来の歴史的理解は表面的・部分的

で、結果的な理解に陥っている傾向が
ある。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、つぎの二点である。 
（１） これまで蓄積されてきた近代以降

の日本之障害児教育史研究を批判的観
点から総合化し、新しい日本障害児教
育像を提示し、それを具体的に体系化
して記述すること、 

（２） 日本の障害児教育の遅れにおける
内在的問題を究明することである。 

そのために、 
（１） 1970 年代以降蓄積されてきた、とり

わけ県特殊教育史や学校記念誌等で開
陳されている貴重な知見を、障害・時
期・地域等について横断的に総合化し、
体系化する。 

（２） 日本の障害児教育の後進性の所在
を把握し、先進的な部分との関係を明
らかにすることにより、特別支援教育
における理論的・実践的問題の源とな
っている明治以降の日本障害児教育の
内部的問題の構造を解明し、依然とし
て残存する輸入学的状況から脱皮し、
特別支援教育の改革の一助とする。 

 
３．研究の方法 
 1970 年代以降の研究的知見を反映させな
がら、以下の点について史資料から明らかに
する。 
（１） 日本後進国説を再検討するために、

障害児に対するインフォーマルな教育
的試行やキリスト教の盲唖学校創設運
動を基準としない評価基準を設定する。 

（２） 挫折した盲唖学校創設運動の意図
と結果を究明する。 

（３） 初等教育界の盲唖教育ならびに劣
等児・低能児の教育に対する教育への
志向を明らかにする。 

（４） 偏頗な特殊教育制度の形成とその
源を、資源配分と配置の偏りから究明
する。 

（５） 理想とした欧米モデルに対する評
価を究明する。 

（６） 戦後特殊教育振興政策、養護学校義
務制、特別支援教育に区分して、発展
と停滞の源を究明する。 

 
４．研究成果 
 主な研究成果は、以下のとおりである。 
（１） 明治初期にあっては、廃人学校規定

と日本教育令原案にみられるように、中
央政府内には、世界的にみても斬新で画
期的な構想があり、地方高官にもその影
響があったこと、 

（２） 少数例ながら、全国の小学校で障害
児の教育が試行されていたこと、 

（３） 仏教の盲唖学校創設に対する貢献
は、キリスト教のそれとは異なる様式で
あること、 

（４） 盲唖学校の設立過程では、障害当事
者、医師、教育界、地域社会、地方政府
高官の協力があったが、経営困難は共通
に見られた現象であること、 

（５） 経営困難により廃校になった盲唖
学校が存在した一方で、経営の体制と理
念が時代や地域に合致した盲唖学校があ
ったこと、 

（６） 教育界による盲唖学校支援の在り
方は、県により大きな差があること、 

（７） 明治 40 年の師範学校附属小学校特
別学級設置の勧奨という文部省政策は、
当時の政府内環境としては、むしろ肯定
的な評価ができること、 

（８） 明治 30 年代末以降、学業について
いけないさまざまな生徒には、日常的な
指導上の配慮が工夫され、組織的な指導
体制を設けた小学校もあったこと、 

（９） 小学校への盲唖学校附設論は、就学
機会の拡大という意図を超えていた可能
性があること、 

（１０） 大正後半期に劣等児教育が盛ん
になる一因は、小学校に対する親や社会
の期待が顕著になったこと、 

（１１） 戦前期の特殊教育制度の偏りの
根元には、後進国としての資源不足とそ
の配分問題があり、教育関係者の先進国
へのキャッチアップという志向が改善さ
れず、ドイツとアメリカ合衆国からの教
育学説の輸入と流行の繰り返しに陥った
こと、 

（１２） 中央・地方政府が着手しない精神
薄弱児施設は、民間資源により創設と運
営がなされ、独自の成果を挙げたが、収
容数は限られており、小学校との関係も、
弱かったこと、 

（１３） 昭和戦前期の全期間が特殊教育
の停滞期ではなかったこと、 

（１４） 国民学校令は戦後の学校教育法
に引き継がれる部分があること、 

（１５） 大戦前と大戦後の特殊教育は、連
続する部分があり、戦後特殊教育体制の
すべてが、戦後に新しく構築されたわけ
ではないこと、 

（１６） 大戦後は養護学校が義務化され
なかったために、昭和 20年代には市町村
中心の特殊教育が成立し、県中心の特殊
教育とは異なる、地域社会を基盤とする
特殊教育構築の可能性があったこと、 

（１７） 大戦後の文部省行政の中央主権
化は特殊教育制度の確立に寄与したが、



地域社会の努力と自主的な判断に基づく
特殊教育の確立を阻害する面もあったこ
と。 

以上の研究成果を一貫した歴史観から体系
化して、二年後をめどに公刊する計画である。 
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